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● 第２期山科区基本計画
推進会議が区民まちづ
くり会議に移行
● 「山科“きずな”支援事
業」を新設

● 京都市音羽児童館が
開館

● 京都橘大学
七夕陶灯路

● 「明日の山科を考える」
山科区自治連合会
連絡協議会総会を開催

● 山科区エコアクション
No. １宣言2012環境イベント
「エコで変えようライフスタイル」

● 京都サンガF.C.山科区民デー
●勧修小学校創立140周年

●山階小学校創立
140周年

●区役所駐車場を整備し
供用開始

●京都市市民憲章推進者
区長表彰

3月

1月 2月

4月5月
● 「山科“きずな”支援事業」対象事業を決定
● 山科区２万人まち美化作戦を実施
● 京都市市民憲章推進者表彰式典

6月7月8月
9月
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11月 12月
●被災地キャラバン隊
● ふれあい“やましな”
2012区民まつり

● 第4回京都・やましな
観光ウィーク

● 花山中学校創立50周年

● 区役所駐輪場を
整備し供用開始

● 第38回山科義士まつり

●山科区災害ボラン
ティアセンター
設置場所決定

●第10回やましな栄誉賞　
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●京都市長選挙
●ふれあい“やましな”
2012区民ふれあい文化祭

● 山科の魅力探訪
● やましな駅前
　「陶灯路」
● 清水焼の郷まつり 2012

山科の1年

「東日本大震災の被災地に山科の魅力を届けよう！」プロジェクト

11月２日から４日にかけて、おこしやす“や
ましな”協議会と山科区役所の共汗・協働に
より、東日本大震災の被災地の復興支援と京
都・山科の観光PRをするために、仙台市と会
津若松市へ行ってまいりました。
11月２日（金）は11時間かけて宮城県仙台市
までバスで移動。
11月３日（土）は、仙台市青葉区民まつりに
参加させていただき、ブース出展及びステー
ジ出演、そして、京都市及び山科区の観光ＰＲ
活動を行いました。ブースでは、アンケート
やクイズなどのイ
ベントに多くの皆
様が参加され、山
科区内から寄せら
れた和菓子や山科
出身の女子プロゴ
ルファー森田理香

子さんと永井奈都さんのサイン入りキャッ
プなどを青葉区民の方々にお届けすること
ができました。
また、午後から
は、津波被害を受
けられた若林区荒
浜地区の方々がお
住まいの荒井小学
校用地仮設住宅
を訪れ、清水焼の
マグカップ等を贈呈するとともに、少しでも

元気を取り戻し
ていただきたい
との思いを込め
て、宮川町の舞
妓さんが「舞妓
の舞」を披露。夕
刻には、集会所周

辺に清水焼の器で制作された陶灯器で光の道
を描きだす「陶灯路」を造り、灯りをともして亡
くなられた方々への慰霊の気持ちを込めるとと
もに、被災者の皆様との交流を行いました。
11月４日（日）に
は、来年のＮＨＫ
大河ドラマの「八
重の桜」の放送決
定を契機に、今年
の３月に京都市
と「相互交流宣言」
を結んだ福島県会津若松市を訪問し、門川京
都市長からの親書を届けるとともに、室井
会津若松市長からの激励をいただきました。
「鶴ヶ城」の本丸内における京都市及び山科区
の観光ＰＲ活動には、会津若松市の関係者も
共に参加するなど、互いに交流を深めること
ができました。

～仙台市青葉区・若林区、会津若松市へ行ってきました～被災地キャラバン隊

山科区役所の駐輪場について 駐輪場が整備され、機械式のラックが設置されました。来庁者の方は原則無料でご利用いただけます。
駐輪マナーを守り、誰もが気持よく利用できるよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。 ●問合せ先／区総務・防災担当（☎592-3065）

12
15 山科区シンボルマーク

http://www.city.kyoto.lg.jp/yamasina/市民しんぶん山科区版

平成24年11月1日現在（推計人口）

総人口／
　男性／
　女性／
世帯数／ 

135,358人
64,413人
70,945人
58,368世帯

平成24年11月15日現在
※交通事故（概数）は、醍醐を含む

※（　）内は昨年同月比

交通事故／
死者／
負傷者／

706件（－296）
4人（+1）

883人（－383）
火災／
救急／

18件（+8）
5,764件（+4）


